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平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

日
頃
か
ら
、
当
協
会
の
運
営
と
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
消
費
税
が
８
％
に
増
税
さ
れ
、
改
善
傾
向

に
あ
る
と
言
わ
れ
た
景
気
の
腰
折
れ
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
さ

ら
な
る
増
税
は
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、
現
下
の
建
設
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
６
月
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
品
質
確
保
と
そ
の
担
い

手
確
保
を
実
現
す
る
た
め
、
公
共
工
事
の
基
本
と
な
る「
品

確
法
」を
中
心
に
、
密
接
に
関
連
す
る「
入
契
法
」「
建
設
業

法
」が
一
体
と
し
て
改
正
さ
れ
、
一
部
は
即
日
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る「
担
い
手
三
法
」の
改
正
に
よ
り
、
発

注
者
の
責
務
が
明
確
化
さ
れ「
最
新
単
価
や
実
態
を
反
映
し

た
予
定
価
格
」「
歩
切
り
の
根
絶
」な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
る
新
国
立
競
技
場
の
建

設
も
今
年
か
ら
始
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
工

事
が
本
格
化
し
て
く
る
と
、
建
設
業
の
担
い
手
不
足
も
ま
す

ま
す
深
刻
化
す
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

　

建
設
業
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
防
災
・

減
災
、
老
朽
化
対
策
、
耐
震
化
な
ど
の
担
い
手
と
し
て
、
そ

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。
静
岡

県
で
は
、
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
３

を
策
定
し
、
発
生
頻
度
が
比
較
的
高
く
、
発
生
す
れ
ば
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
す
津
波
に
対
し
て
、
津
波
対
策
施
設

の
整
備（
ハ
ー
ド
対
策
）に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

当
地
域
で
も
、
関
連
工
事
や
今
後
に
備
え
た
設
計
な
ど
が

着
々
と
進
み
、
人
命
を
守
る
た
め
の
対
策
が
日
々
続
い
て
お

り
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
10
月
に
は
、
季
節
外
れ
の
台
風
18
号
・
19
号

が
た
て
続
け
に
上
陸
、
特
に
18
号
は
県
内
に
大
き
な
被
害
を

巻
き
起
こ
し
、
床
上
、
床
下
浸
水
な
ど
が
発
生
い
た
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
時
間
が
経
過
し
、
災
害
対
策
が

進
み
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
こ
う
い
っ
た
日
々
起
こ
り
得
る
災

害
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
対
応
の
観
点
か
ら
も
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に「
地
域
の
建
設
業
者
の
不
在
」と
い
う
災
害
対
応
空
白

地
域
を
生
み
だ
さ
な
い
た
め
に
、
現
在
の
よ
う
な
公
共
事
業

の
減
少
や
競
争
が
、
各
社
の
利
益
率
低
下
を
生
み
、
体
力

を
奪
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
を
何
と
か
改
善
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
何
と
か
踏
ん
張
っ
て
い
た
だ
き
、
協
力
を
得
な
が
ら
、

調
和
の
と
れ
た
協
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　

木
村　

紘
一
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謹
賀
新
年
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
当
協
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
気
象
災
害
、
自
然
災
害
が
多
発
し
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
竜
巻
や
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

自
然
の
脅
威
と
地
球
温
暖
化
問
題
の
深
刻
さ
を
、
認
識
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
建
設
業
の
使
命
は
、
社
会
資
本
の
維
持
管
理
を
通
じ
て
、

地
域
経
済
の
維
持
・
向
上
に
貢
献
し
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

我
々
建
設
業
界
で
は
、
現
場
管
理
者
や
技
能
労
働
者
の
不
足

状
況
が
続
く
中
、
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
人
件
費
や

資
材
費
の
高
騰
で
他
県
で
は
、
入
札
参
加
を
辞
退
す
る
企
業
が

増
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
増
税
を
控
え
た
駆
け
込
み
需
要
か
ら
一
転
、
民
間
工
事
が

減
少
す
る
中
、
公
共
工
事
も
一
巡
し
、
景
気
へ
の
影
響
も
厳
し
く

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
一
丸
と
な
っ
て
、
景
気
回
復
が
実
感
で
き
る
よ
う
、
自
ら
が

行
動
し
て
い
く
年
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
、「
未
ひ
つ
じ
」十
二
支
の
中
で
８
番
目
で
す
。

　

群
れ
を
な
す
羊
は
家
族
の
安
泰
を
示
し
、
い
つ
ま
で
も
平
和
に

暮
ら
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
新
し
い
年
が
よ
り
佳
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

大
石　

夘
吉

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
、
皆
様
に
は
協
会
の
運
営
や
事
業
活
動
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
我
が
国
で
は
様
々
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

豪
雨
に
よ
る
広
島
市
の
土
砂
災
害
や
御
嶽
山
の
噴
火
な
ど
に

よ
り
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
胸
の
痛
む
思
い
を
し
た
の
は
私

だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
に
お
い
て
も
台
風
18
号
に
よ
り
東
海
道
本
線
の
由

比
～
興
津
間
で
線
路
が
土
砂
に
埋
ま
り
、
10
日
間
に
及
び
不
通

と
な
る
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

幸
い
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
特
に
物
流
の
面
で

大
き
な
影
響
が
生
じ
、
日
本
の
大
動
脈
の
弱
さ
が
露
呈
し
た
形
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
達
が
住
む
静
岡
県
は
、
碧
い
海
に
面
し
、
山
は
緑
深
く
、
さ

ら
に
豊
富
な
自
然
の
幸
に
も
恵
ま
れ
た
暮
ら
し
や
す
い
県
で
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
日
本
中
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
や
火
山
噴
火
な

ど
の
自
然
災
害
を
は
じ
め
、
か
ね
て
よ
り
そ
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
東
海
地
震
な
ど
、
い
つ
身
近
な
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
も
不

思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
強
靭
な
県
土
創
り
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
役
割
を
我
々
協
会
員
に
担

わ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
行
政
に
対
す
る
働
き
か
け

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
が
、
平
穏
な
年
と
な
り
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

橋
本　

勝
策

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
協
会
運
営
に
ご
指
導
ご
協
力

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
非
常
に
日
本
経
済
も
ム
ー
ド
が
良
く
な
り「
こ
の
ま
ま

行
く
か
な
」と
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
長
い
間
の
疲
れ
も
あ
っ
て

仲
々
、
一
本
調
子
で
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
中
こ
の
処
、
毎
年
毎
年
予
想
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
災

害
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
経
年
劣
化
の
時
が
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
予

想
を
上
回
る
地
球
環
境
の
変
化
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

我
々
業
界
と
し
て
は
、
こ
の
有
事
に
全
力
で
対
応
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
対
応
、
又
事
前
の
予
防
措
置
等
、
常
に
住
民
の
皆
様
の

安
全
確
保
は
我
々
の
使
命
で
す
。

　

そ
の
為
に
は

　

こ
の
業
界
へ
の
入
職
者
を
増
や
す

　

技
術
の
伝
承
を
考
え
る
実
行
す
る

　

会
員
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る

　

等
、
先
ず
は
今
年
一
番
の
課
題
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
も
一
年
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

島
田
建
設
業
協
会
副
会
長

朝
倉　

純
夫
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工　事　名	 平成26年度　畑地総合整備（担い手支援）
	 東光寺岸地区農道１工事
工 事 個 所	 島田市東光寺地内
工　　　期	 平成26年5月1日～平成26年11月10日
施　工　者	 株式会社　グロージオ
発　注　者	 静岡県志太榛原農林事務所
現場代理人	 鈴木康道
工 事 概 要	 農道工事	 267ｍ
　　　　　　土工掘削	 1,180㎥
　　　　　　残土処理	 980㎥
　　　　　　ブロック工	 686㎡
　　　　　　側溝工	 138ｍ
　　　　　　重力擁壁	 １式
　　　　　　安全施設工	 １式

現場は、お茶畑に囲まれた農道であるため、一番茶が終
わり乗込んだが、消毒・下刈り等の車両が多い中での拡
幅工事のため、苦労しました。

完  成

コ
メ
ン
ト

着
手
前

工　事　名	 平成25年度　県単治山（施設等管理）新代
沢工事

工 事 個 所	 島田市川根町家山地内
工　　　期	 平成25年10月9日～平成26年5月30日
施　工　者	 高橋建設株式会社
発　注　者	 静岡県志太榛原農林事務所
現場代理人	 臼井雅裕
工 事 概 要　撤去鋼材	 9ｔ
　　　　　　置換えコンクリート	 222㎥
　　　　　　間詰工	 31㎡
　　　　　　洗掘防止コンクリート	 32㎥

完  成

着
手
前

大型機械の搬入路がなかったが、地権者の協力により設
置することができ、撤去、搬出、本体施工など、計画通
り行うことができた。　　
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工　事　名	 平成24年度（国）150号社会資本整備総合
交付金（国道橋梁改築（2次））工事（新助蔵
橋Ａ2橋台工）

工 事 個 所	 焼津市惣右衛門地内
工　　　期	 平成24年8月30日～平成25年6月14日
施　工　者	 株式会社　原川土木
発　注　者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 宮上圭太郎
工 事 概 要	 橋台工	 	
	 　場所打ち杭工	 12本
	 　躯体工	 	 １式
	 法覆護岸工		 190㎡

大雨による河川の増水には掘削法面を破壊されるなど何
度も苦労させられましたが、関係業者の協力のもと無事
に工事を完成することができました。

完  成

コ
メ
ン
ト

着
手
前

工　事　名	 平成25年度　菅ヶ谷谷川急傾斜地崩壊対
策（一般ーその他）【防災・安全交付金】工
事（擁壁工）

工 事 個 所	 牧之原市菅ヶ谷地内
工　　　期	 平成25年9月5日～平成26年9月19日	
施　工　者	 相良建設株式会社
発　注　者	 静岡県島田土木事務所
現場代理人	 大川典一
工 事 概 要	 施工延長	 	 228ｍ
	 1号重量式擁壁	 33ｍ
	 2号重量式擁壁	 15ｍ
	 3号重量式擁壁	 67ｍ
	 1号もたれ式擁壁	 10ｍ

住宅に隣接している山裾に擁壁を設置する工事です。
狭く足場の悪い中での作業で苦労しました。

完  成

コ
メ
ン
ト

着
手
前
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　昨年京都へ遊びに行った折
、着物姿の若い女性を大勢見

かけました。古い都によく映
えて

おり、いいもんだなーと眺め
ていたのですが、何か少し違

う感じがするのです。そのほ
とん

どが東南アジアからの旅行者
で、近づいて来ると何語か解ら

ない言葉でペチャクチャ、ペチ
ャ

クチャと楽しそうに話しなが
ら通り過ぎて行きます。

　日本も国際的になったもん
だと、改めて感じました。先

日は東京でも同じような光景
に出

合いましたが、その数が半端
ではなく、観光客の大半が外

国人、その中でも8割位が東
南ア

ジアからと思える旅行客です
。浅草・上野・銀座と、どこ

に行っても同じような場面を
見る

事が出来ます。

　円安の今、日本の優秀な製
品や、安全で美味しい食料を

大量に買い込

んで帰るのだそうです。

　これがグローバルなのでし
ょうか？我々も一日も早く、

国際的な環境

に慣れないといけない時が、
すぐそこに迫っているようで

す。　　　　

国際的（グローバル）？

　近年、日中関係の緊張状態が続いている。
　歴史問題から最近ではサンゴの密漁まで、多様な問題があるようだ。しかし、中国人はなぜ日本へ来るのか？尖閣国有化の際は反日デモにより、中国人の日本旅行は一気に冷え込んだが、いまや完全にその勢いを取り戻したと聞く。
　反日デモの時は、日本の国旗を燃やし、車・電化製品・店舗、あらゆる日本製品が標的となるが・・・？
　排他的経済水域の主張は日中のみならず、どこの国でも意見が対立しているのであろうが、小笠原諸島周辺のサンゴ密漁、あれは完全に日本の領有権内である。その範囲内で行われている密漁に対し、日本側がビクついているのは何故なのか。密漁の対象である、赤サンゴは何十年・何百年という単位で成長したものらしい。そしてそこに住む魚群や海洋生物の生態系がまさに自国の宝箱ではなかろうか。
　領土問題・政治問題・経済問題・歴史問題、簡単に解決できる問題ではないが、宝箱荒らしには厳戒な体制で対処して頂きたいものである。

宝　箱
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　林道工事において、コンクリート路面工を施工することが近年多くなってきており、勾配

が10％以上の箇所に用いられるようだ。　施工方法は、型枠を15ｃｍの高さに組立、コンクリートを道路幅員全体に打設するとい

う作業である。
　言いたいのは、この作業における手間代についてだ。
　歩掛では、コンクリート打設手間は計上されているが、型枠を組む手間が落ちており、こ

の事を設計照査で上げても諸雑費の中に入っていると言われる。
　諸雑費は、歩掛では労務費の５％しかなく、その中身は、打設にかかる機械損料、燃料代

が主であり、それでも型枠の手間代として計算しても100㎡当たり5,400円程度の金額しか

ない。
　実際、現場では型枠15㎝組み立てるのには、それ相応の人工が必要で、型枠資材費用も

掛かってくる。
　昨年施工した箇所では、幅員3.5ｍで1,300㎡施工した。
　型枠工の歩掛で積算すると100㎡当たり約29,300円で、差額が約△24,000円となる。

1300㎡では、約△310,000円となり、この差額分を実費で施工したこととなる。また、こ

れ以外にも、縁切り材の設置間隔も５ｍごとに設けることなども義務づけられている。

　これを自分の財布から負担すると思えばどう感じるのか。
　このように負担する側の立場にもなって考えてもらえれば、この実情がよく理解できると

思うので、一度真剣に考えてみてほしいものである。

納得のいかない歩掛

　今、原子力規制員会の
審査で再稼働の許可が下

りようとしています。東
北の震災時の規制

よりずいぶんと安全性は
向上したと思いますが、

原発立地20ｋｍ圏内の
ＢＣＰ（災害時事

業継続）を行っている企
業には、原発が稼働すれ

ば移転したいと言ってい
る所もあります。

こんな地域デメリットを
解消する為、電力会社の

本社を原発20ｋｍ圏内
に置いたり、周辺

地域の電気料金を現況の
半分にしたり、更なる交

付金の上積み等で地域デ
メリットをメリッ

トに変えてはどうでしょ
うか。？

原発デメリットを地域
メリットに
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㈱
梶
山
組

　

㈱
ト
ゥ
ー
ス
リ
ー（
木
下
建
設
工
業
㈱
推
薦
）

　

中
恵　

勉
（
大
河
原
建
設
㈱
）

平
成
26
年
10
月
17
日
（
静
岡
労
政
会
館
）

　

山
岸　

明
（
山
岸
建
設
㈱
）

　

奥
山
徳
行
（
㈱
橋
本
組
）

　

曽
根　

岳
（
㈱
山
田
組
）

　

今
村
雅
良 

（
㈱
加
藤
組
）

平
成
26
年
10
月
17
日
（
静
岡
労
政
会
館
）

　

宮
上
圭
太
郎
（
㈱
原
川
土
木
）

　
全
員
で
一
致
団
結　

ゼ
ロ
災
運
動

　
　
　

深
ま
る
絆
と
高
ま
る
安
全

平
成
26
年
度
静
岡
年
末
年
始
無
災
害
運
動

　

加
茂
俊
明
（
㈱
神
田
組
）

あ
せ
る
な
年
末
、
ゆ
る
む
な
年
始
、

　
　

い
つ
も
の
気
持
ち
で
無
災
害

労働災害防止に貢献した個人、
事業場が栄えある受賞

　安全で快適な職場づくりを目指し、災害防止活動の強化を図る契機とするため、「創立50周年記
念静岡県建設業労働災害防止大会」が開催されました。
　大会において、労働災害防止に長きにわたり貢献した個人、会社及び安全標語の受賞者がめでた
く表彰されました。

平
成
26
年
度
支
部
長
表
彰

平
成
26
年
度
安
全
標
語
支
部
長
表
彰

平
成
26
年
度

静
岡
年
末
年
始
無
災
害
表
彰

事
業
場
賞

事
業
者
賞

功
労
賞

功
労
賞

功
績
賞

職
長
賞

最
優
秀
標
語

佳
作
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今
年
の
広
報
委
員
会
は
、
と
き
わ

荘
の
漫
画
家
、
藤
子
不
二
雄
Ａ
氏
の

出
身
地
富
山
県
氷
見
市
を
研
修
先
に

選
び
訪
れ
た
。
又
、
雪
吊
り
の
金
沢

兼
六
園
に
も
興
味
を
魅
か
れ
足
を
延

ば
し
訪
れ
た
。

　

忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
や
怪
物
く
ん

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
街
に
あ
ふ
れ
て

い
る
こ
こ
氷
見
市
は
藤
子
不
二
雄
Ａ

氏
の
生
家
「
光
善
寺
」
が
あ
る
。
そ

の
境
内
に
は
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
・

怪
物
く
ん
・
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
猿
・

喪
黒
福
造
な
ど
の
等
身
大
の
石
像
が

並
ん
で
い
る
。
市
内
に
は
Ａ
氏
の
漫

画
が
溢
れ
る
通
り「
ま
ん
が
ロ
ー
ド
」

が
あ
り
、
そ
こ
を
歩
く
の
も
楽
し
い

が
、
触
れ
る
こ
と
の
出
来
る
石
像
に

も
ま
た
違
っ
た
魅
力
が
あ
る
。
光
禅

寺
は
、
６
５
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
加
賀
藩
前
田
家
ゆ
か
り
の
古
刹
で

Ａ
氏
の
父
上
は
こ
ち
ら
の
第
49
代
住

職
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
時
に
は

大
変
驚
か
さ
れ
た
。

　

今
回
は
時
間
や
日
程
の
関
係
か
ら

残
念
な
が
ら
乗
車
は
出
来
な
か
っ
た

が
、
氷
見
市
に
は
市
街
地
周
遊
バ
ス

「
怪
物
く
ん
バ
ス
」
や
Ｊ
Ｒ
氷
見
線

「
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
列
車
」が
走
っ

て
お
り
、
Ａ
氏
フ
ァ
ン
で
な
い
人
た

ち
で
も
十
分
に
楽
し
め
る
街
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

他
に
も
見
所
満
載
の
氷
見
市
で
は

あ
る
が
、
や
は
り
氷
見
市
と
言
え
ば

「
食
の
街
」
で
あ
る
。
氷
見
市
ま
で

来
て
冬
の
味
覚
「
寒
ブ
リ
」「
ベ
ニ

ず
わ
い
が
に
」「
白
え
び
」
を
食
さ

な
い
訳
に
は
行
か
な
い
。
何
故
な
ら

食
す
こ
と
も
今
回
の
研
修
の
目
的
の

ひ
と
つ
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
寒
ブ
リ

は
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
食
す
に
は
ま

だ
時
期
が
少
し
早
か
っ
た
の
で
お
刺

身
で
頂
き
、
解
禁
さ
れ
今
が
旬
の
ベ

ニ
ず
わ
い
が
に
を
フ
ル
コ
ー
ス
食
し
、

〆
に
氷
見
う
ど
ん
。
ま
さ
に
す
べ
て

が
絶
品
の
一
言
で
あ
っ
た
。
氷
見
市

は
江
戸
時
代
に
は
加
賀
藩
の
重
要
な

港
の
ひ
と
つ
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
も
頷
け
る
。
本
当
に
氷
見
市

は
と
き
と
き
（
新

鮮
）
な
街
で
あ
っ

た
。
ま
た
訪
れ
た

い
街
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

　

翌
日
、
加
賀

百
万
石
の
文
化
を

映
す
、
歴
史
的
文

化
遺
産
兼
六
園
を

訪
れ
た
。「
雪
吊

り
の
兼
六
園
と
紅

葉
」
を
テ
ー
マ
に

ガ
イ
ド
の
下
、
園

内
を
巡
っ
た
。
朝

は
雨
も
降
っ
て
い

た
が
、
兼
六
園
に

到
着
す
る
こ
ろ
に

は
雨
は
上
が
り
、

傘
に
邪
魔
さ
れ
る

こ
と
な
く
雪
吊
り

の
姿
を
堪
能
で
き

た
。
さ
す
が
水
戸
偕
楽
園
（
か
い
ら

く
え
ん
）、
岡
山
後
楽
園
（
こ
う
ら

く
え
ん
）
と
並
ぶ
日
本
三
名
園
の
ひ

と
つ
で
あ
る
と
感
心
し
た
と
同
時
に

江
戸
時
代
の
代
表
的
な
大
名
庭
園
と

し
て
加
賀
歴
代
藩
主
に
よ
り
、
長
い

歳
月
を
か
け
て
形
づ
く
ら
れ
て
来
た

こ
と
に
も
驚
か
さ
れ
た
。
雨
で
多
く

の
葉
が
落
ち
て
し
ま
い
、
残
念
な
が

ら
紅
葉
を
楽
し
む
に
は
少
し
遅
か
っ

た
よ
う
だ
が
、
園
内
の
散
策
を
十
分

楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。

　

今
回
の
研
修
先
、
北
陸
の
地
は
本

当
に
自
然
に
恵
ま
れ
美
味
し
く
美
し

い
街
が
多
い
国
だ
と
感
じ
た
。

（
Ｋ
・
Ｎ
）

広
報
委
員
会
研
修
旅
行
記
「
と
き
と
き
」
な
街

兼六園

白えび丼

宿でおいしい料理とお酒を堪能
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11
月
７
日
（
金
）、
８
日
（
土
）

と
建
災
防
島
田
分
会
災
防
委
員
会

（
安
全
委
員
会
）
で
は
、
今
年
の
研

修
先
と
し
て
伊
豆
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
委
員
11
人
と
事
務
局
長

の
合
わ
せ
て
12
人
で
バ
ス
で
は
な
く
、

乗
用
車
2
台
に
分
乗
し
、
協
会
を
出

発
。

　

新
東
名
「
藤
枝
岡
部
Ｉ
Ｃ
」
か
ら

「
長
泉
沼
津
Ｉ
Ｃ
」
経
由
で
、
第
一

目
的
で
あ
る
三
島
市
に
あ
る
三
島
大

社
へ
安
全
祈
願
の
参
拝
に
行
き
ま
し

た
が
、
七
五
三
と
結
婚
式
が
行
わ
れ

て
お
り
、
駐
車
場
が
満
杯
で
警
備
員

に
聞
く
と
「
何
時
空
く
の
か
判
断
で

き
な
い
。」
と
の
こ
と
か
ら
断
念
し
、

ち
ょ
っ
と
早
め
で
す
が
第
二
の
目
的

で
あ
る
昼
食
を
戴
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
、
現
場
か
ら
一
旦
合
流
す

る
委
員
１
人
と
待
ち
合
わ
せ
、
総
勢

13
人
で
昼
食
会
場
へ
。
三
島
名
物
の

う
な
ぎ
は
、
富
士
山
の
湧
水
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
臭
み
や
余
分

な
脂
肪
が
と
れ
、
よ
り
お
い
し
く
な

る
と
の
こ
と
で
、「
う
な
ぎ
」
の
老

舗
が
多
い
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
「
う
な
よ
し
」

へ
直
行
。
本
日
の
夕
食
を
考
慮
し
、

う
な
丼
を
注
文
し
ま
し
た
が
、
確
か

に
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
現
場
へ
戻
り
、
夜
、

宿
で
合
流
す
る
１
人
を
除
い
て
、
第

三
の
目
的
地
で
あ
る
旧
中
伊
豆
町

「
筏
場
わ
さ
び
田
」
の
見
学
。
山
の

合
間
か
ら
流
れ
る
地
下
水
を
利
用
し

た
わ
さ
び
田
は
、
水
温
・
水
量
が
安

定
し
た
清
廉
な
湧
水
が
、
風
味
豊
か

な
新
鮮
な
良
質
の
わ
さ
び
を
つ
く
る

と
の
こ
と
。
中
腹
か
ら
下
流
一
体
が

全
て
わ
さ
び
田
で
、
そ
の
規
模
に

ビ
ッ
ク
リ
。
皆
さ
ま
も
、
伊
豆
方
面

に
出
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
、
是
非
見

学
し
て
く
だ
さ
い
。
帰
り
に
は
、
山

本
委
員
長
の
知
り
合
い
の
わ
さ
び
農

家
へ
立
ち
寄
り
、
お
土
産
用
の
わ
さ

び
61
本
を
注
文
し
、
一
路
宿
の
あ
る

東
伊
豆
町
へ
向
け
、
ま
ず
は
大
室
山

周
辺
に
向
け
て
出
発
。

　

大
室
山
の
山
麓
、
上
空
に
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
が
見
え
る
公
園
で
休
憩
し
ま

し
た
が
、
桜
の
名
所
と
か
。
こ
の
時

期
、「
10
月
桜
」
が
数
本
咲
い
て
お
り
、

河
津
桜
よ
り
早
い
花
見
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
、
一
路
宿
を
目
指
し
て
、

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
を

目
指
し
て
い
る
東
伊
豆
の
海
岸
線
を

東
伊
豆
町
北
川
温
泉
に
、
途
中
缶

ビ
ー
ル
や
つ
ま
み
な
ど
を
購
入
。

　

国
道
１
３
５
号
を
海
岸
線
に
下
っ

て
い
く
と
、
今
夜
の
宿
泊
を
予
約
し

た
旅
館
「
大
屋
丸
」
に
到
着
。

　

部
屋
割
り
と
同
時
に
、
缶
ビ
ー
ル

を
飲
む
人
、
近
く
の
海
岸
線
を
散
策

す
る
人
。
中
に
は
、
熱
川
温
泉
ま
で
、

お
土
産
を
探
し
に
い
く
人
と
、
夕
食

ま
で
の
一
時
を
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
み

ま
し
た
。

　

宿
の
前
は
、
定
置
網
の
荷
揚
場
と

な
っ
て
お
り
、
大
屋
丸
の
ご
主
人
も

定
置
網
で
、
様
々
な
魚
を
と
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
先
の
台

風
18
号
に
よ
り
定
置
網
が
破
れ
、
修

理
が
間
に
合
わ
な
い
と
の
こ
と
、
少

し
残
念
な
気
は
し
ま
す
が
、

地
魚
を
中
心
と
し
た
夕
食
が

楽
し
み
で
す
。

　

夕
食
ま
で
の
間
に
、
旅
館

の
風
呂
で
暖
ま
り
、
海
岸
端

に
造
ら
れ
た
露
天
風
呂
「
黒

根
岩
風
呂
」
へ
。
観
光
客
も

宿
の
タ
オ
ル
を
見
せ
れ
ば
、

無
料
で
入
浴
が
で
き
、「
対

岸
に
ア
メ
リ
カ
が
見
え
る
」

と
い
う
露
天
風
呂
は
、
入
口

側
が
男
性
用
に
は
２
つ
の
浴

槽
が
、
そ
の
奥
に
女
性
用
の

浴
槽
が
建
物
の
中
に
あ
り
ま

す
が
、
男
性
用
と
女
性
用
の

簡
易
な
建
物
の
間
に
は
、
男

性
用
の
２
つ
の
浴
槽
の
う
ち
、

女
性
側
に
近
い
浴
槽
は
混
浴

と
か
。
当
然
、
水
着
を
着
て

の
話
で
す
。
残
念
な
が
ら
今
回
は
お

目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
夕
食
は
、
地

魚
の
新
鮮
な
刺
身
、
鍋
料
理
と
量
も

多
く
食
事
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
東
京
へ
出
か
け
る
人
、

ま
た
、
沼
津
の
現
場
に
戻
る
人
と
別

れ
、
１
台
は
三
島
駅
経
由
で
念
願
の

三
島
大
社
で
安
全
祈
願
の
御
参
り
し

な
が
ら
帰
宅
、
も
う
１
台
は
、「
金

目
の
開
き
」
の
購
入
を
目
的
に
、
一

路
、
小
田
原
市
内
へ
と
別
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
目
的
地
に
出
発
。

　

車
を
運
転
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
、

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
員
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
達
し
て
無
事
帰

宅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。	（

Ｈ
・
Ｋ)

災
防
委
員
会
研
修
旅
行
記 

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
で
巡
る
伊
豆
の
旅

筏場わさび田

黒根岩風呂
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　今回パトロールした現場の１箇所目は法面工事の現
場で、『作業手順書』の確認をしましたが作業手順を
良く周知・教育して作業者に徹底教育していました。
また、危険箇所と思われてる箇所を重点に巡視したの
ですが、問題もなく一昔前なら、作業の優先順位や、
リスクアセスメント等の言葉など無く朝、現場に来て
夕方、帰る作業現場が今は安全に全員が取り組む姿勢
がうかがえるようになって来ました。あなどりと段取
り不足が無いよう各作業所が良い方向に向かっていま
す。安全パトロールで巡視する作業所が協会員と協会
員以外の現場での安全対策に違いがある様に思います。

　県内では労働災害が非常に増えており、特に小規模
や短期工事での労働災害が増えています。私も作業員
とかわらない仕事をしながら丁張りの出し方、仕事の
方法などをいちから覚え出した頃をなつかしく思い出
しながら現場が完成した時の喜びや仕事のおもしろさ
やむずかしさを感じながらのくりかえしだったように
思います。だからこそ、１に安全・２に安全どの作業
所も無事故を祈ります。

　島田労働基準監督署管内でも、いつ災害が起きても
おかしくない状態です。
　他の会社の現場を確認させていただき、お互いに災
害が起きないようこれからも努力して行きます。

　（M・K）

災害防止への取り組み

　

２
０
１
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
、
３
人
の

日
本
人
で
し
た
。本
当
に
オ
メ
デ
ト
ウ
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
電
気
店
に
足
を
運
ん
で
電
球
を
買
い
に

行
く
と
、
も
う
、
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
式
の
白
熱
電
球
は
、

ほ
と
ん
ど
販
売
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
、
こ
の
電
球
は
、

そ
れ
ま
で
の
ラ
ン
プ
の
時
代
か
ら
エ
ジ
ソ
ン
が
発
明

そ
れ
以
来
１
３
０
年
近
く
世
の
中
を
照
ら
し
続
け
、

当
時
は
こ
の
発
明
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
発
明
は
、
今
か
ら
50
年
ほ
ど
前

に
、
最
初
は
赤
色
だ
け
で
し
た
、
そ
の
10
年
後
緑
色

が
そ
し
て
今
回
の
青
色
が
出
来
、
現
在
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
も
少
な
く
東
北
の
震
災
以
降
の
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
を
救
っ
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
で
も
、
中
村
教
授
と
日
亜
化
学
と
発
明

の
対
価
に
つ
い
て
裁
判
に
な
っ
た
こ
と
も
御
承
知
の

通
り
で
す
が
、
こ
の
発
明
の
評
価
は
日
本
で
は
さ
ほ

ど
大
き
な
も
の
で
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
は

白
熱
電
球
に
代
わ
っ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
時
代
・
よ
り
消
費

電
力
が
少
な
く
よ
り
明
る
く
よ
り
大
き
な
発
光
素
子

と
成
っ
て
世
界
中
を
照
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
Ｓ
・
Ｕ
）

電
球
か
ら

　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

「建災防」の自主パトロールを
　　管轄地域の地区内で行いました。
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【表紙解説】
今年で20回目を迎えた、島田市大代地区の村おこしグループ「王子田会」の製作する“ジャンボ干支”です。地元に戻ってく
る人を迎え、交通安全を祈願する羊のオブジェです。見学者が多いため、今回から従来の場所よりも１㎞ほど山側に移動しました。

●正副会長会議
　第６回会議　12月16日㈫　当協会
　　・全建表彰及び県協会長表彰受賞者の推薦について
　　・協会事業の運営について
　　・新年官公庁挨拶回りについて
　　・新年賀詞交歓会の開催について
●総務委員会
　年末の交通安全県民運動への参加
　　・平成26年12月15日㈪～31日㈬　全会員
●広報委員会
　第７回委員会　10月３日㈮　当協会
　　・広報誌VOL.142号の企画
　第８回委員会　12月５日㈮　当協会
　　・広報誌VOL.142号の校正
　第９回委員会　12月12日㈮　当協会
　　・広報誌VOL.142号の最終校正　
　視察研修
　　・11月28日㈮～29日㈯「富山県氷見市・石川県金沢市」
●環境・災害対策委員会
　静岡県鳥インフルエンザ防疫総合演習
　（埋却用地事前掘削作業の視察）への参加　
　　・10月27日㈪　県畜産技術研究所(富士宮市)
　中部地方整備局静岡河川事務所地震防災訓練への参加
　12月12日㈮
　　・静岡河川事務所島田出張所への参集訓練
　　・緊急復旧対応協力者の出動要請・応諾訓練
　　・緊急復旧資材搬送訓練
●建災防島田分会
　安全パトロール
　　・第６回　10月21日㈫　５地区

　　・第７回　11月19日㈬　５地区
　　・第８回　12月18日㈭　５地区
　創立50周年記念　静岡県建設業労働災害防止大会
　への参加
　　・10月17日㈮　静岡労政会館
　視察研修
　　・11月７日㈮～８日㈯	「伊豆市・賀茂郡東伊豆町」
●常設委員会委員の交替のお知らせ
　・環境・災害対策委員
　　９月30日付け退任者:石川正之（㈱特種東海フォレスト）
　　10月１日付け新任者:下田晴之（㈱特種東海フォレスト）
　・広報委員会
　　11月30日付け退任者:蓮池時夫（相良建設㈱）
　　12月１日付け新任者:大石健仁（大石建設㈱）
●各種催事等
　10月28日㈫　東海四県ブロック会議（岐阜市）
　11月21日㈮　中部地方整備局との意見交換会
　　　　　　　（静岡グランドホテル中島屋）
　12月３日㈬　「地域の暮らしを守り、未来を創る。
　　　　　　　『静岡県建設産業の主張2014』」（グランシップ）
●今後の予定
　・一般社団法人島田建設業協会「平成27年新年賀詞交歓会」
　　　日　時　　平成27年１月９日㈮　17：00～
　　　場　所　　焼津グランドホテル　
　・静岡県建設産業団体連合会「賀詞交歓会」
　　　日　時　　平成27年１月14日㈬　12：30～
　　　場　所　　グランディエールブケトーカイ
　・静岡県交通基盤部幹部との意見交換会（静岡県建設業会館）
　　　日　時　　平成27年１月22日㈭
　　　場　所　　静岡県庁内会議室

　

去
る
10
月
27
日
（
月
）
当
協
会
「
環
境
・
災
害
対

策
委
員
会
」
は
、
県
畜
産
課
が
主
催
し
た
10
月
30
日

（
木
）
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
総
合
演
習
前
の

「
埋
却
溝
事
前
掘
削
作
業
」
を
視
察
す
る
た
め
、
富

士
宮
市
猪
之
頭
地
内
に
あ
り
ま
す
静
岡
県
畜
産
技
術

研
究
所
放
牧
地
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

富
士
山
を
バ
ッ
ク
に
、
広
大
な
牧
草
地
の
中
で
演

習
用
埋
却
溝
（
深
さ
４
ｍ
×
底
面
８
ｍ
×
４
ｍ
）
を
、

０
・
７
㎥
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
て
、
富
士
建
設
業
協
会
の

会
員
企
業
が
掘
削
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

現
場
は
、「
埋
却
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
通
り
の
掘
削
勾

配
で
し
た
が
、
強
固
な
地
質
と
は
言
え
、
上
か
ら
見

れ
ば
約
90
度
に
感
じ
る
埋
却
溝
で
あ
り
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
、
72
時
間
以
内
に
埋
却

作
業
を
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

改
め
て
大
変
な
作
業
と
な
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

作
業
の
一
層
の
安
全
対
策
（
土
質
に
応
じ
た
掘
削

勾
配
・
地
山
の
崩
壊
防
止
対
策
等
）
と
、
管
内
４
市

２
町
の
養
鶏

農
家
の
場
所

や
地
形
・
地

質
・
進
入
路

の
確
保
な
ど
、

事
前
の
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
い
か
に

大
切
で
あ
る

か
、
改
め
て

思
い
知
ら
さ

れ
た
視
察
で

し
た
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
防
疫
総
合
演
習
開
催


